


















































































































































































































































































































































































































































































































1990 : 126 -141)。
と述べ、カーニパルの10年間を評価した。
松津市長が進めた国際化は、内部の充実と
外部への飯田の存在感のアピールとの循環を
生み出し、当初ねらっていた飯田市民の自信
とわがまちへのアイデンティティーを育んだ。
4 成熟期一「まちづくりjの核としての
カーニパルー
4. 1 まちづくり政策への位置づけ
世界人形劇フェステイパルを併催した第10
回カーニパルが大成功に終わり、市民や劇人
の聞には「人形劇のまち」がキーワードとな
り、「人形劇のまちづくり」への機運が一気
に高まったと、当時を知る元飯田文化会館館
長飯島剛氏は述べている(いいだ人形劇フェ
スタ実行委員会.2009: 64-69)。
こうしたなか、 11回目以降をどうしていく
かが、飯田市にとって大きな課題となった。
市は文化庁の協力を得て、第11・12回に「地
域づくり文化フォーラム」を開催し、カーニ
パルを文化による地域づくりの先進的事例と
して全国へ発信するとともに、圏内の実践に
学ぶパネルデイスカッションを開催し、参加
者相互が文化によるまちづくりについて考え
合う場を設けた。
また、庁内においては、 1992(平成4)年
に「人形劇のまち研究プロジェクト」を設立
し、人形劇のまちづくりのための検討が重ね
られた。翌年まとめられた報告書には、人形
劇のまちと言われるようになった経緯、人形
劇のまちが求めるものと、その実現にむけた
具体的事業展開がまとめられた。
・カーニパルは13.回の歴史のなかで子ども
のための文化事業としてだけでなく、地
域文化を育てる可能性をもった事業であ
るというように見方が変化し、地域文化
やコミュニテイへの渡及効果が大きく、
単なるイベントではない文化運動として
の継続性を有している。
.{人影劇のまちjの求めるまちづくりの
理念は、「いろいろな人が訪れ楽しい交
流のある開かれたまちをつくりたいJと
いうものである。このまちづくりを進め
ることは、少なくとも地域の個性を明確
にし、多様な文化を育んできたこの地域
の特畿を現代に再生し人形劇を通して世
界や国内とのいろいろな交流を可能にし
て、この地域で生活することが楽しいと
いう雰囲気を創造してゆ《ことである。
・具体的な事業や事業展開については、人
形般のまちの理念にあっていれば、カー
ニパルをさらに振興するだけでなく、い
ろいろな事業展開が望まれ、その際は、
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市民が主体になるもの、劇人が主体とな
るもの、行政が主体となるものというよ
うに分かれるが、それぞれがはっきりし
た目的意識をもって事業を展開していく
ことが大切であるとしているρ
その後の飯田市の人形劇のまちづくりは、
このプロジェクトの報告書をもとに、カーニ
パルの開催、人形劇の地域への普及、人形劇
関連施設等の充実、人形劇を介した国内外と
の交流といった施策により組み立てられ、展
開されることになった。そして、それらは、
1994 (平成6)年に飯田文化会館に設置され
た「人形劇のまちづくり係」が担うことと
なった。
こうした経緯を踏まえ、 1996(平成8)年
にまとめられた第4次基本構想では、「人も
自然も美しく輝くまち飯田一環境文化都市
-Jを目指す都市像とし、「人形劇のまちづ
くりJを明確に位置づけた。「子どもは美し
く豊かなこころと夢を育み、大人たちは誇り
を感じて交流を楽しんでいる『人形劇のま
ち』を飯田市の個性として磨き、小さな世界
都市をめざしますJとして重点プログラムの
一つに置き、また、「個性的で魅力的な地域
文化を育むとともに、人形劇の振興に貢献で
きるように、今まで以上に市民・劇人・行政
が一体となって、人形劇をいかしたひとづく
りを進めていきます」として、ひとづくりの
柱に位置づけた(飯田市， 1996: 59)。
4.2 文化活動の拠点、づくり
カーニパル10周年を記念し、文化会館に併
設させて飯田人形劇場が開設された。これに
あわせ、文化会館と人形劇場を市の文化活動
の拠点とすべく、これまでの貸し館業務に事
業企画業務を含め文化会館の機能を拡充させ
た。この画期的な変革により、行政のハード
とソフトの両面からの文化政策への取り組み
が始まった。
そして、第11回カーニパルからは、実行委
員会事務局を飯田市公民館から飯田文化会館
へ移動させた。これまで各地区の公民館主事
は、カーニパルの本部業務へのかかわりが大
きく、本来の業務である各地区の公演に十分
かかわれない状況が生じていた。しかし、こ
の体制により主事は地区住民の文化活動支援
に専念できるようになり、地区公演を通した
「ひとづくり」のための活動の充実がねらわ
れた。当時伊賀良公民館の主事であった木下
巨一氏によるとIKこの頃より公民館委員以
外の有志の地区実行委員による活動が始まり、
市民の主体的な参加が広がりをみせた。
こうして、市内全域に広がる地区実行委員
会を中心とした地区公演は公民館が担い、規
模の拡大したカーニパル全体の総括および本
部の公演や催事は文化会館が担うこととなっ
た。これはカーニバル全体における地区のあ
り方や位置づけに少なからず影響を与えた。
つまり、全国からの劇人・観客の集客をねら
う活動や人形劇の芸術的向上・劇人の交流研
錯に直接関わる公演や催事を担う「本部」と、
広く飯田市民に人形劇を普及し合わせて地域
のひとづくりをねらった社会教育を担う「地
区」が、この頃より次第にそれぞれの役割を
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明確にし、組織が機能分化していったととら
えられる。
人形劇場を皮切りに、人形劇のまちの活動
拠点・シンボルの建設は、カーニパル10回終
了後に交替となった田中秀典市長時代に顕著
になる。 1994(平成6)年に今回人形座の活
動拠点として今回人形の館、 1998(平成10)
年に飯田市に接する豊丘村出身の竹田扇之助
氏が座長を務める竹田人形座の人形および資
料を保管展示する「竹田扇之助記念国際糸操
り人形館」、そして、 1999(平成11)年には、
黒田人形座の活動拠点として「黒田人形浄瑠
璃伝承館」が開設された。こうした建物によ
るハード面の充実を図ることで、カーニバル
開催期間のみでなく、そこでの人形劇の公演
や日常的な稽古活動の展開が可能になり、日
常的にまちのなかに人形劇の雰囲気が醸し出
される「人形劇のまち」らしさをつくり出そ
うとした。
4. 3 r行政は黒子jという基本理念
田中市長は、 1993(平成5)年12月10日の
市議会において、文化活動の推進について、
地域における文化活動は、地域の連帯を
宥み、日常の市民生活に潤いをもたらすも
のでなければなりません。そのために活動
の主体は市民であり、行政が文化活動を施
行するようなあり方は、部分的、過渡的に
はあり得ても、本来の姿ではなく、生涯教
育という時代を迎え、行政は、これら市民
の活動を情報や施設、財政面でサポートで
きる体制づくりを主体とします。言いかえ
ますと、とも仁行動しつつも行政は本来黒
子の立場』こあるべきと考えております(飯
田市議会事務局.1993: 159)。
と、文化活動にかかわる行政の立場、つまり、
市民参加の文化によるまちづくりへの行政の
関わり方を述べている。この「行政は黒子、
カーニパルは市民のもの」という考えは、市
長就任当初から変わらず持っていたようであ
る。カーニパル10周年記念誌の座談会でも、
これからの望ましいカーニパルについて、
どうやって市民のものにしていくかなと
いうことですね。先ほどの話の中にござい
ました公民館活動が盛んだから今日までき
たっていうのは、これはもう間違いのない
ところですけれども、ウインドーの展示に
しましても、やっと市民のみなさんがかな
り理解を示してきてくれた。これを今後は
市民のもとに戻きなくてはいけないという
ことです。環境整借はいろいろ作ってくれ
ましたが、今度はそれをどうやって利用し
て市民のものに根付かせていくかというこ
とです(人形劇カーニパル飯田. 1990: 
223-224)。
と述べている。
カーニパルが市民に浸透し、飯田市の夏の
行事として定着した1回目以降、市民会議、
青年会議所、子ども劇場、商庖街の人びとな
ど、団体を中心としてではあるが、祭りのっ
くり手として主体的にカーニパルにかかわる
市民が増加した九田中市長が願っていたよ
うに、カーニパルは市民のものになっていっ
たといえる。
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第20回の節目の年を視野に入れ、田中市長
は1994(平成6)年9月6日の市議会にて市
民にとってのカーニパルの価値を次のように
述べている。
第201lfのλ若宮劇汐ー ニノfノルにかかわりま
す最大の課題fJ.ぞの時、名主宰とるに:Jー
ニパノルのまちを道之て、いかにλ彩劇のま
ちへ近づいでい，3;久子れはイ、さな世界都
市への姿へ脱皮Lつつある杭況にありたv>
といラことです。%にる伊Llをとゐ・0、21
世記は心の時代、生さがいの時代、 Jtftの
時代と Lて色濃ぐとt，3i>のと留われます。
一地方都市?ありまLで6、世厚にj告を放
っ珠玉のよう~まちに Lょう、ぞれをJ/fle
;j>'吉識し愛すぶるのを持っていぶことれ
これからの居高野在会の中て百三主主，3子だでと
~，3i>のだと厚います(飯田市議会事務局，
1994: 259)。
ところが、第20回のカーニパル開催を直前
に控えた1998(平成10)年7月、市長より突
然のカーニパル終了宣言が出され、カーニパ
ルは一旦幕が閉じられることになった。カー
ニパルが終了に至った経過について、田中市
長は同年9月7日の市議会において次のよう
に答弁している(飯田市議会， http://www. 
kaigiroku.neUkensaku/iida/iida.html)。
事
の寺事草戚打合せにJゐb匂‘け4ぷ5子汗子政d餌?坊F事夢草4務家iル/ベ、ソ/ルLの
矛不て府，宮ミ会士芳言でa易ちり=まtLlた士沙え ぞtれZに至4ぷ5 
二まtでで、にる長い周の様〆冷宇4をb課着や，意志吉意d古のt原夜通
否を子ク欠亡いFた士事何の握積華ふ重ねかが、』あちり、 ぞれらが
ぞの若言によヲで一定に政d!JjL/~と考え
られます。その発言とは、厳騰j人と市民と行
政の三者が共同し等しく主催者の立場を担
う三位一体の関係の中で
長してきたにもかかわらず、「劇人委員を
市で委託したいJとの提案でした。
そして、一部市民には、来るべきときが来
たと予想された当然の事態であったという一
議員の見方も受けながら、劇人・市民・行政
の三位一体について、さらに考えを述べてい
る。
ことによると三位一体の意味を単に三つ
のものが一つに融合するというように理解
をしている向きが多いが、厳人・市民・行
政の関係性のなかに、少なくとも二つの重
要な意味合いがあると考えています。一つ
は、三者がそれぞれ行動の理念や様式、そ
して価値観が異なるということであり、
カーニパルにおいてはあえてこれを一つに
しようとするのではなしまず、お互いが
基本的に異なるものであることを認識しな
がらその上で互いの特性を生かしながら共
有できるものを見出し、ともに育んでいこ
うというものです。今回の事態は、お互い
の違いをまず認め合うというこの原点が風
化したために生じたことだともいえるので
はないでしょうか。もう一つは、三位とは
回定的、絶対的なものではなく、流動的で
あり、総体的な関係だと患います。このこ
とこそ、 20年間を検証し、新たな人形劇の
祭典を考える上で舞台が飯田であることの
必然性を説明する重要なポイントだと考え
ていますor文化とは農耕や土地、 さらに
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は自然や風土といった地域固有の環境の中
で、人びとの多岐にわたる継続的な活動の
集積として培われるその地域独特の息型の
形式の総称であるjそうした考え方に立っ
と、本来行政の主導によって形成されると
いった頚の形にはまったものではないと考
えます。そうすると、あらたな三位一体の
体制においても、行政は基本的には黒子
(ゴチは筆者)としてかかわることになる
と考えられます。
つまり、文化活動における市民の主体性が
発揮されたまちづくりの実現が願われた結果、
行政は、一旦カーニパルを終わらせ、新たな
祭典の誕生を市民に託すという最も強烈な方
法をとったといえる。
1998年11月15日、第20回カーニパル終了後
の実行委員会において、実行委員長である市
長は、「私としては今回のことは、カーニパ
ルが20年間積み重ねてきたものを否定するも
のではなく、成人を迎えたカーニパルがこれ
からの時代にふさわしくなっていくために、
必要な選択であったと理解しております」
(いいだ人形劇フェスタ実行委員会， 2009: 
80)と述べている。
5 新生期一市民がつくるフヱスタヘ-
5. 1 市民による再生と新たな課題
実行委員会の解散を受けて新しい祭典を起
こすための動きが一気に進み始め、 20回終了
後の1998(平成10)年1月27日、準備会設立
のための会合が開催される。参加団体は、新
しい人形劇カーニパルを考える会、南信州ア
ルプスフォーラム人形劇カーニパルを考える
会部会、飯田青年会議所、地元劇人有志、飯
田市公民館、市役所プロジェクトチーム、教
育委員会、教育長、教育次長、文化課長、人
形劇のまちづくり係等と、市民団体と行政の
関係者で構成された。引き続き1月30日に、
新たな人形劇の祭典準備委員会設立会議が飯
田市教育委員会文化課の呼びかけで正式に行
われた。その中で確認されたことは、「市民
主体による運営Ji新たに基本理念を構築す
ること」の2点であった(いいだ人形劇フェ
スタ実行委員会， 2008: 82)。翌年1月初旬
には、新たな人形劇の祭典準備委員会が開催
されたが， 3月末には準備委員会は解散し、
4月にいいだ人形劇フェスタ準備委員会企画
運営委員会が聞かれ、新たな人形劇の祭典誕
生がいよいよ具体化した。
新しい人形劇の祭典「いいだ人形劇フェス
タ」は、基本的な考え方を「市民と人形劇人
がともにつくる祭典」とし、これまでの市
民・劇人・行政の三位一体という結びつきで
なく、市民・劇人誰もが自分の，思ったこと、
やりたいことが提案でき、その提案が皆の賛
同を得られれば、皆でその提案が実行できる
ようにサポートをする。行政はあくまで裏方
であり、情報の提供や金画運営を担うことと
なった。行政の裏方としてのかかわりは、具
体的には、市長および教育長が顧問、会計監
査も行政側の人を含み行われる。そして、事
業の全体を人形劇のまちづくり係が事務局と
して支える。行政は、フェスタがひとづくり、
まちづくりを目標としていることを念頭に、
92 現代社会研究科論集
市民の発案や手法など、その質を吟味し、サ
ポートやガイドや、時にはリードしながら進
める立場としてかかわることとなった。また、
市からはカーニパル当時と同様補助金が予算
化された。カーニパル20回の際は世界フェス
テイバルの特別予算がついたため比較できな
いが、その前年第19回の1.600万円と比較す
ると、フェスタ第 l回は、それを400万円上
回る2，000万円が予算化された(いいだ人形
劇フェスタ実行委員会， 2008:260-261)。
フェスタはその後順調に運営され、 10回に
は世界人形劇フェステイバルを開催。また、
韓国の春川人形劇祭、台湾の雲林国際人形劇
フェステイパルと「東アジア三大人形劇フェ
スティパル友好提携」を締結し、フェステイ
パル同士の友好と今後の交流を確認しあった。
前述したように、囲内最大の規模を保ち続
け海外劇団からの関心も高いフェスタは、し
かしながら、その活動継続において、実行委
員の負担感増大、人形劇の専門領域関係者と
の連携や国内外の人形劇情報の収集および飯
田からの情報発信の問題など、継続的な発展
のための課題が生じ始めた(飯田市， 2010)。
カーニパルでは、運営の三位一体の一つに人
形劇人委員会が位置し、人形劇の専門家から
の意見や実践による内容の充実が図られてい
た。しかし、フェスタとなり、カーニバル当
時ほどの劇人の企画段階へのかかわりは望め
なくなった。市民の活動をサポートする行政
も、人形劇の専門的部分での援助は難しい。
人形劇という芸術文化を核とした市民活動の
展開において、その核となる人形劇そのもの
の部分の充実が図られることが、祭典の充実、
ひいては参加する市民の充実感を生みだすと
考えることができるが、その点での困難さが
見られ始めた。
5. 2 リニア開通を見据えた「人形劇のま
ち」づくり
人形劇を中心にいろいろな人が訪れ楽しい
交流のある聞かれたまち、フェスタ期間だけ
でなくいつでも人形劇が楽しめ人形劇の雰囲
気にあふれるまちが目指されたものの、実状
は十分な実現に至っていない。
2004 (平成16)年、田中市長に替わり就任
した牧野光朗市長は、リニア開通を見据えた
「小さな世界都市」にむけた取組みにおいて
人形劇に大きな可能性があることを認め、あ
らためて「人形劇のまち」の実現に向けた取
組みを始める。 2010(平成22)年には、「人
形劇を通じた小さな世界都市の実現に向けた
指針J(飯田市， 2010)をまとめ、いつでも
人形劇のある小さな世界都市が目指された。
翌2011(平成23)年3月9日の市議会で、牧
野市長は、
小さな世界都市、まさにリニアを見据え
てこうしたグローパル化が進む中で、どう
やってこの地域を位置づけるかというなか
で、非常に私はキーワードになるというふ
うに思っております。リニアは、この地か
ら世界に向って飛躍する。{中略)全国の
みならず、世界のモデルになるような世界
都市を目指していくということを、このリ
ニア時代を見据えて私たちの地域が考えて
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いく必要性があるということを考えると、
人形劇のまちづくりといったことも、非常
に世界に通用する要素だ、と，思っております
(飯田市議会，http://www.kaigiroku.net/ 
kensaku/iida/iida.h tmJ)。
と、リニア駅誘致を強く意識し、「人形劇の
まちjづくりを模索している。市では、同年
6月、市民およびプロの人形劇関係者により
組織された「人形劇のまちの将来を考える
会」を設置し、リニア時代を見据えた飯田市
の将来あるべき姿と、その実現に向けて人形
劇に関わる多様な主体が協働できる仕組みつe
くりについての検討会を開催した。ここでの
検討結果が2011年12月に、「人形劇のまちづ
くりを推進する新たな仕組みづくりに関する
方針(中間報告)Jとしてまとめられ、パブ
リックコメントを集めているお。
このなかで飯田市は「人形劇センター(仮
称)Jの設置を提案し、
「小さな世界都市jの実現に向けて、 f人
形艇のまち飯田」を大きく育てていきたい
と考えます。そのためには、市民も劇人も
わくわくできるような取組み、これまでは
不十分で、あった専門的な支援、人形劇に関
わる入の心の拠りどころとなるような活動
など、外部からの剰設も積極的に受け入れ
ながら、共lこ育ち合うことが大切です。人
形劇センターでは、そうした人形劇のセン
ター的機能を担います(飯田市~ 2011)。
とし、具体的に、「国際化の推進、情報収集
と発信JI人形劇の創造活動支援JI体系的な
研究」の3つの機能をあげている。ここでは、
情報・創作活動(人形劇)・研究等の外部へ
の発信が活発に展開されることがねらわれて
いる。そして、この新たな仕組みによる効果
として、市民は「人形劇に関する情報収集お
よび専門的指導の教授、良質な人形劇公演の
保障、海外との文化交流の活性化と国際理解
の拡充」、行政は「小さな世界都市としての
拠点性の高まり、人形劇を通じた大学連携の
促進、青少年の情操教育への寄与、市民への
多様な芸術活動の場の提供」が挙げられてい
る。こうしたことの先にコミュニティ形成へ
の意識がどの程度あるのか、疑問を感じると
ころでもある。
今後、寄せられたパブリックコメントを含
めた更なる検討により修正が加えられ、「人
形劇のまち」づくりへの具体的な取組みが展
開されていく。
おわりに
市民の主体性を尊重する文化活動展開にお
ける行政のかかわり方は、つまり、ひとづく
り・まちづくりを進める施策と言い換えるこ
とができる。前述した田中秀典市長の言葉を
あらためて挙げる。一「地域における文化活
動は、地域の連帯を育み、日常の市民生活に
潤いをもたらすもの。そのために活動の主体
は市民であり、行政が文化活動を施行するよ
うなあり方は、部分的、過渡的にはあり得て
も、本来の姿ではない。行政は市民と共に行
動しつつも本来は黒子の立場にあるべき。」
(飯田市議会事務局， 1993: 159)一ここに述
べられているように、市民の成熟度、そのま
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ちの置かれた状況により、行政のかかわり方
は変化する。行政と市民とでつくり上げてい
くその地域ならではの活動こそが、生活であ
り、文化であるとも考えられる。そういった
意味で、飯田市の人形劇の祭典を核とした30
年の変選は、確かに文化政策によるまちづく
りの30年だ、った。
人形劇の祭典をこの地に誕生させ、ある程
度根付くまでの「揺藍期Jにおいては、行政
が主導する形で市内各地での人形劇公演を執
り行い、まず、その形をっくり上げた。一定
の形が形成され規模の拡大が進んだ「発展
期jには、主事を中心とした行政は指導者的
立場で市民を育てた。そして、市民が祭典に
積極的なかかわりをみせるようになる「成熟
期Jには、市は「人形劇のまちJを政策の柱
に掲げ、人形劇によるまちづくり・ひとづく
りに積極的に取組んだ。そのなかで生じた
カーニパル終了は、市民の真の自立のために
行政が自ら負った“傷"だ、ったとも言える。
そして、フェスタとなった「新生期J、行政
は裏方として市民の活動を支える協働的な関
係を構築した。
「飯田市のカーニパル誕生から現在のフェ
スタまでの約30年間は、行政が文化運動に
どうかかわるかを学んだ30年だったjと、
元飯田文化会館館長飯島剛氏は述べている
(2010，いいだ人形劇フェスタ実行委員会:
64-69)。
この30年の取組みのなかで、飯田市民はど
れだけ主体的に市民の文化活動であるフェス
タに取り組むようになったか、フェスタが市
民のお祭りとしてどれだけ浸透しているか、
また、「人形劇のまちJが市民のアイデンテイ
ティ形成の核となっているか。まちづくり・
ひとづくりの検証をする必要性が、今、リニ
ア開通を見据えた「人形劇のまちJづくりが
展望されるなか、喫緊の課題となっている。
この課題への示唆を与えるべく、今後の研究
を進めていきたい。
註
1) 2011年8月、飯田市公民館にて、現在飯田市
公民館副館長の木下巨一氏にインタビューを
実施した。
2)カーニパル1回より、飯田青年会議所が、人
形劇人の送迎の協力をする「ふれあいキャブ」
を開始。 12回目には、 11回目からかかわるよう
になった青年会議所がカーニパルステーショ
ンの運営にかかわり中心的な役割を担う。また、
有志市民の団体である市民会議は、商庖街にパ
レードの景品を呼びかけ、コンテストを実施。
婦人会と農協のプロジェクトにより野外交流
会で焼肉退会を企画運営。以上のように、 1回
目以降、市民の各種団体による自主参加が増加
した。
3) 2011年12月15日より2012年1月14日まで、飯
田市は、広報・インターネットのホームページ
等を活用し、「人形劇のまちづくりを推進する
新たな仕組みづくりに関する方針(中間報告)J
のパブリックコメントを募集した。
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